【様式２】
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　
令和８年度 自殺対策民間団体支援事業 実施計画書
	事業名
	

	事業区分
	

	地域における
自殺対策の課題
	

	事業の目的
	※若年層に対する支援事業、SNS相談・深夜相談・居場所づくりやそれにつながる事業の場合はその部分を含め記載ください。

	事業実施場所
	

	事業の内容
	※若年層に対する支援事業、SNS相談・深夜相談・居場所づくりやそれにつながる事業の場合はその部分を含め記載ください。

	事業のスケジュール
	

	事業実施により
期待できる効果
	

	事業実施体制
	事業統括者（責任者） 職・氏名
	

	
	事業実施担当者 職・氏名
	

	
	経理担当者 職・氏名
	

	事業の自己評価
	

	他からの補助金・
委託の有無
	有　・　無　・　申請中（申請先：　　　　　　　　　　）


※事業が複数ある場合は、事業ごとに作成してください。
　なお、複数の事業を提案する場合でも総合的な評価により選定しますので、事業数の多寡が選定に影響することはありません。


・・・・・・・・・・（以下、記載要領のページは応募時に削除してください）・・・・・・・・

＜記載要領＞

　１．事業名について
　　　　実施予定の事業名を記載して下さい。

　２．事業区分について
　　　　募集要項 ２（２） 図に記載する対象事業の区分から、該当する事業メニュー（「対面相談事業」等）を記載して下さい。

　３．地域における自殺対策の課題について
　　　　府内における自殺の現状等を踏まえて、貴団体がその活動を通して把握している自殺対策の課題を記載して下さい。

　４．事業の目的について
　　　　「地域における自殺対策の課題」を踏まえた実施事業の必要性を記載して下さい。

　５．事業実施場所について
　　　　事業を行う場所（市町村名又は施設名）を記載して下さい（調整中の場合は予定で可）。

　６．事業の内容について
対象者の属性（年齢層や職業等）と達成目標（＊）に触れながら、具体的に記載して下さい。また、前年度と同様の事業内容を提案する場合は、達成目標が未達など実施結果を踏まえた課題とそれを踏まえた改善点も可能な限り記載して下さい。

　　　＊記載例
　　　　・会議やイベント等の開催：〇〇会 〇回
　　　　・相談窓口の設置：相談件数 〇件
　　　　・普及啓発に係るポスター・チラシの配布：ポスター 〇部、チラシ 〇枚

　７．事業のスケジュールについて
補助事業完了までの状況を月ごとに箇条書きで記載して下さい。

　８．事業実施により期待できる効果について
　　　　「地域における自殺対策の課題」として挙げた内容が、実施事業によりどのように解消されるのか、どのような影響をもたらすのか、を記載して下さい。
また、ひきこもり、いじめ、産後うつ、依存症対策など自殺対策以外の施策が講じられる事業内容については、自殺対策として実施することで期待される相乗効果を本欄に明確に記載して下さい。

　９．事業実施体制について
　　　　補助事業の執行体制として、総責任者を事業統括者に、個別事業の実施責任者を事業実施担当者に、経費執行の責任者を経理担当者に、それぞれ記載して下さい。

１０．事業の自己評価について
　　　　実施中又は実施後、団体として、事業の実施効果を高めるために、「９．事業実施体制」の誰が中心となってどのように事業の評価・検証を行うのか、その取組みを記載して下さい。

１１．他からの補助金・委託の有無について
　　　　申請する事業について、他団体等からの補助金交付や受託（予定を含む）があるか否か記載して下さい。申請中や調整中の場合は、その旨を記載して下さい。
